
2５足立区立入谷中学校  

 

 
足立区教育委員会では ＳＤＧｓ教育を推進しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

足立区立入谷中学校   校⾧名 小出 泰隆 

 

        性的マイノリティ、宗教・国籍などの多様性について考えを深めさせる。これらを教科横断

的に授業で取り扱うことで、自らの考えを持つと同時に他者やその違いを自然に受容する 

        環境を整える。また教職員に対しても、多様性に関する研修や情報共有を行い、広く人権 

        意識を高めていく。 

 

SDGｓ 

ロゴ 

取組,１       多様性を重視した教育活動                 

 
 

         １人１台のタブレットを活用してプレゼンテーション、意見の共有、課題の提出を行う。 

         これらの活動の中で生徒同士の意見交流を活発化させ、子どもたちの学びに対する意欲 

         と表現力を向上させる。自己発信する機会を多く得ることで、自らの考えをわかりやすく 

         他者に伝える力を養う。 

 

SDGｓ 

ロゴ 

取組,２        ＩＣＴを活用した授業            

 

 

          一人ひとりの個性を最大限に発揮した教育活動を行うとともに、個々の教育的ニーズ 

          を全教員で把握する。Hyper-QU の定期的な実施や教育相談を通して、いじめの早期 

          発見・解決に注力する。 

 

SDGｓ 

ロゴ 

取組,３    一人ひとりの個性を重んじた教育活動                      

 

 

          毎月誕生日の生徒をお祝いする｢お誕生日給食｣、ＳＯＳの出し方教室等を通して、 

          自己肯定感を高める教育活動を実践する。また日頃の教育活動においても、生徒会と 

          学級運営は生徒主体で方向性を決定していく。 

 

SDGｓ 

ロゴ 

取組,４         自分を大事にする教育活動           


